
-
フ
ド
ク
り
フ
・
プ
ラ
ウ
シ
に
よ
る
原
始
宗
教
の
研
究

ー四

第
一
の
特
色
は
会
衆
が
泣
く
こ
と
で
あ
る
。
会
衆
は
二
人
の
社
会
的
地
位
が
変
化
し
た
事
を
認
め
、
そ
の
事
が
会
衆

に
社
会
連
帯
の
緋
を
確
認
さ
せ
る
。
そ
こ
で
彼
等
会
衆
に
社
会
へ
の
愛
着
心
が
た
か
ま
り
、
沸
泣
す
る
の
で
あ
る。

第
二
の
特
色
は
新
郎
新
婦
が
会
衆
の
面
前
で
抱
擁
し
泣
く
こ
と
で
あ
る
。
彼
等
も
ま
た
新
た
な
社
会
結

合

を

確

認

し
、
そ
の
こ
と
が
彼
ら
の
社
会
へ
の
愛
着
心
を
刺
戟
し
て
泣
く
の
で
あ
る
。

ア
ン
ダ
マ
シ
島
民
は
友
人
と
再
会
し
た
と
き
、
成
年
式
の
と
き
、
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
ロ
ー
カ
ル
・
グ
ル
ー
プ
が
和

解
し
あ
う
と
き
、
同
様
に
泣
き
あ
う
。
従
っ
て
こ
の
場
合
の
梯
泣
と
い
う
行
為
は
悲
し
み
の
表
現
で
は
な
い
。

に
形
成
さ
れ
た
愛
着
心
の
表
現
な
の
で
あ
る
。
泣
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
員
の
心
の
中
に
あ
る
抑
圧
さ
れ
た
攻
撃
感
情

(
欲
求
不
満
か
ら
生
ず
る
)
の
は
け
口
と
も
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
式
の
最
後
の
ダ
シ
ス
や
沸
泣

は
愛
着
心
の
表
現

と
し
て
、
島
民
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
慣
行
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
が
結
婚
式
と
い
う
集
団
儀
礼
に
於
て
繰
り
返
さ

社
会
的

れ
、
集
団
の
凝
集
性
が
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ク
シ
の
作
業
仮
説
の
内
容
に
新
味
は
な
い
に
し
て
も
、

そ
の
仮
説
に
従
が
っ
て
、
ア
ン
ダ
・
マ
シ
島
民
の
結
婚
式
に

の
慣
習
の
も
つ
機
能
を
解
明
す
る
事
に
成
功
し
て
い
る
。
誰
が
ア
シ
ダ

マ
シ
島
民
の
中
に

λ
っ
て
い
っ
て
も
沸
泣
が
特

於
け
る
「
潟
泣
」

殊
な
行
為
で
あ
る
事
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ク
シ
よ
り
三
十
年
前
に
ア
シ
ダ
マ
シ
島
民
を
調
査
し
た
マ
ン
の
記
録
に

も
、
そ
れ
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
h

わ
ら
ず
、

マ
シ
は
そ
の
行
為
の
特
殊
性
以
上
の
説
明
を
行
な
っ
て
い
な
い
。

儀
礼
解
釈
の
仮
説
に
続
い
て
ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ワ
ン
は
「
社
会
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
物
は
社
会
的
価
値
を
有
す
る
」
と
云
い
、
次

に
社
会
的
価
値
の
概
念
を
導
入
す
る
。
社
会
生
活
に
好
ま
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
は
プ
ラ
ス
の
社
会
的
価
値
、
社
会
生
活
を
脅
や
か
す

も
の
は
マ
イ
ナ
ス
の
社
会
的
価
値
を
有
す
る
、

と
彼
は
云
う
。
ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ワ
シ
は
、
更
に
「
社
会
的
価
値
」
の
概
念
か
ら

「社

会
的
人
格
」
と
い
う
概
念
を
考
え
る
。
個
人
も
社
会
に
働
き
か
け
る
存
在
で
あ
る
か
ら
、
個
人
も
社
会
的
価
値
を
有
す
る
U

個
人
わ
社
会



的
価
値
を
き
め
る
も
の
は
、
個
人
の
知
能
、
技
術
、

道
徳
性
、

情
緒
の
安
定
性
な
ど
、
則
わ
ち
社
会
的
人
格
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る

(
刃
包
三
仲
間
同
0
・∞

gds--S回
一
呂
町
)
。
そ
も
そ
も
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
社
会
関
係
に
於
け
る
個
人
の
行
動
型
式
の
総
体
を
意
味
す
る
概
念

で
あ
る
か
ら
、
人
格
に
社
会
と
い
う
接
頭
語
を
付
す
の
は
蛇
足
で
あ
る
。
名
称
は
さ
て
お
き
、
ラ
ド
ク

p
フ
・
プ
ラ
ク
γ
は
こ
れ
に
よ

り
社
会
構
造
に
於
け
る
成
員
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
示
す
も
の
と
し
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
後
の
社
会
人
類
学
に
於
け
る
「
地
位
と
侵
割
」
理

論
の
端
絡
を
聞
い
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
り
シ
ト
シ
が
初
め
て
「
地
位
と
役
割
」
の
概
念
を
う
ち
だ
し
た
の
は
、
ラ
ド
タ

リ
フ
・
ブ
ラ
ワ
ン
に
遅
れ
る
こ
と
十
四
年
で
あ
る

(
亡
ロ
仲
o
p
E∞∞一戸
ω
l
ロ品〉。

一
九
五
二
年
に
至
り
、
ラ
ド
ク
リ
フ
・

プ
ラ
ク
シ

も
「
社
会
的
人
格
」
に
代
え
て

「
地
位
と
役
割
」

の
概
念
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
(
同
邑
の
】
以
内
0
・
ω
g
d
s
-
E
S
A
H
)
。

何
故
、
ア
シ
ダ
マ
シ
島
民
は
、
成
年
式
、
結
婚
式
、
葬
式
な
ど
の
通
過
儀
礼
を
催
お
す
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
そ
な
え
て
、

ラ
ド
ク

p

フ
・
プ
ラ
ワ
γ
は
「
社
会
的
人
格
」
の
概
念
を
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
「
ア
シ
ダ
マ
シ
島
民
」
の
二
九
六
頁
に
於
て
葬
式
を
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。

死
は
社
会
的
人
格
の
最
も
根
本
的
な
変
化
で
あ
る
。
死
は
社
会
的
人
格
の
破
滅
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。

死
者
は

ア
シ
ダ
マ
シ
島
民
の
記
憶
の
中
で
生
ぎ
て
い
る
。
唯
そ
れ
が
数
ヶ
月
後
の
洗
骨
で
骨
が
共
同
体
の
財
産
と
さ
れ
、
新
た

な
社
会
的
価
値
を
も
つ
よ
う
に
な
る
た
め
、
社
会
的
人
格
が
変
化
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
共
同
体
成
員
に
急
激
な
社
会
的
人
格
の
変
化
が
あ
る
と
き
に
、
集
団
儀
礼
は
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

集

団
成
員
の
急
激
な
社
会
的
人
格
の
変
化
は
、
共
同
体
秩
序
の
変
化
を
意
味
す
る
か
ら
、

集
団
で
新
た
に
共
同
体
秩
序
の

維
持
を
確
認
す
る
わ
け
で
あ
る
9

し
か
も
社
会
的
人
格
の
リ
v
y
ポ
ル
は
各
人
の
名
前
で
あ
る
か
ら
社
会
的
人
格
の
変
化

が
あ
る
と
き
、
名
前
は
タ
プ
!
と
さ
れ
る
。

ラ
ド
タ
り
フ
・
ブ
ラ
ウ
シ
に
よ
る
ふ
原
始
宗
教
の
研
究

五



ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ウ
り
め
に
よ
る
原
始
宗
教
の
研
究

一品ハ

通
過
儀
礼
の
果
す
機
能
及
び
通
過
儀
礼
の
必
然
性
に
つ
い
て
の
ラ
ド
ク
3
フ
・
プ
ラ
ク
シ
の
分
析
は
適
切
で
あ
る
と
思
う
。
唯
、
奇
異

に
感
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
超
人
間
存
在
(
ピ
リ
ク
や
精
霊
)
と
ア
シ
ダ
マ
γ
島
民
と
の
聞
の
定
型
的
行
為
は
そ
れ
ら
の
儀
礼
に
見
ら
れ
な
い

の
に
、
そ
れ
ら
が
宗
教
的
制
度
に
含
め
ら
・れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
何
故
名
前
や
、
食
物
が
通
過
儀
礼
の
際
に
タ
プ
!
と
さ

「
儀
礼
的
価
値
を
も
つ
も
の
は
儀
礼
の
対
象
と
な
る
。
」

れ
る
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
な
い
。

「
タ
ブ

l
(禁
忌
)
の
対
象
と
な
る
も

の

は

儀

礼

的

価

値

を

も

っ

」

と

循

環

論

法

を

出

し

て

い

る

が

、

結

局

、

特

に

重

要

な

社

会

的

価

値
を

も
っ
事
物
は
、

集
団
儀
礼
の
際
に
、
そ
の
社
会
的
価
値
を
再
確
認
さ
せ
て
、
共
同
体
社
会
の
秩
序
維
持
に
役
立
て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ワ
シ
の
儀
礼
解
釈
の
弱
点
は
、
ア
シ
ダ
マ
シ
島
民
の
聞
で
は
集
団
儀
礼
よ
り
も
個
人
儀
礼
(
呪
術
u

ま

(
H
N
釦
色
。
』
氏
問
。
a
切
円
0
4『
3
・
】
但
悶
悶
い
】
∞
由
)

一
般
的
で
み
る
と
指
摘
し
な
が
ら
、
呪
術
的
行
為
に
つ
い
て
は
事
実
を
列
挙
す
る
だ
け
で
終
始
し
て
い
る
事
で
あ
る。

三
、
信
仰
の
解
釈

ア
ジ
ダ
マ
シ
島
民
の
信
仰
を
解
釈
す
る
に
当
っ
て
ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ク
シ
は
原
始
宗
教
の
も
つ
普
遍
的
な
特
色
で
あ
る
「
霊
魂
(
精

霊
)
の
二
重
性

{gzs-28V
」
に
つ
い
て
一
つ
の
理
論
を
、
宇
宙
観
「
(
神
話
)
」
に
つ
い
て
こ
つ
の
法
則
を
、
ま
た
「
霊
力
」

に
つ
い
て
-
つ
の
理
論
を
準
備
し
て
い
る
。
こ
L

に
云
う
理
論
と
か
法
則
の
用
語
は
ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ク
γ
に
従
っ
た
ま
で
の

事

で
、
彼
自
身
「
仮
説
」

「
法
則
」

「
理
論
」
を
厳
密
に
差
別
せ
ず
、
彼
の
主
観
的
判
断
で
ニ
ユ
ア
ジ
ス
に
差
を
も
た
せ
て
い
る
だ
け
で
あ

る。



1 

霊
魂
(
精
霊
)

の
二
重
性

ア
ジ
ダ
マ
シ
島
民
の
霊
魂
に
た
い
す
る
態
度
は
矛
盾
し
て
い
る
。
生
き
て
い
る
人
聞
に
幸
福
を
も
た
ら
す
の
は
霊
魂
で
あ
り
、
病
気
や

死
な
ど
の
災
厄
を
も
た
ら
す
の
も
霊
魂
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
霊
魂
に
対
し
て
は
、
愛
着
と
恐
怖
の
矛
盾
し
た
態
昆
を
と
る
。
ア
シ
ダ

マ
γ
島
民
自
身
は
こ
れ
を
矛
盾
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
霊
界
と
の
聞
に
友
好
と
敵
意
の
矛
盾
し
た
関
係
に
立
つ
の
は
、
未

聞
社
会
の
信
仰
の
一
般
的
特
色
で
あ
る
。
ラ
ド
ク
り
フ
・
プ
ラ
ワ
ン
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
(
河
包
己
広
松
白

3
4〈

P
E
M
M一
閃
出
国

I
M
D
∞)。

対
関
係
に
入
る
。

集
団
の
凝
集
性
は
対
立
関
係
が
存
在
す
る
と
き
に
増
大
す
る
か
ら
、

は
、
ア

γ
ダ
マ
ン
島
民
の
共
同
体
の
凝
集
性
を
強
め
る
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。

ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ク
ン
は
集
団
の
凝
集
性
に
つ
い
て
の
、
ナ
ム
ナ
I
の
「
内
集
団
と
外
集
団
の
理
論
」

(mcgロO
P
E
C骨
片
∞
l
H
m
)

を
用
い
て
(
ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ワ
ン
は
引
用
文
献
を
示
さ
な
い
が
:
・
)
、
霊
界
と
の
対
立
関
係
の
機
能
を
考
え
た
。
未
開
民
族
の
社
会

共
同
体
成
員
が
相
互
に
抱
く
愛
着
心
は
死
者
に
も
及
ぼ
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
死
者
の
骨
に
社
会
的
価
値
が
付
与
さ
れ

る
。
ま
た
死
に
よ
っ
て
共
同
体
の
成
員
を
失
う
こ
と
は
社
会
連
帯
へ

の
直
接
の
打
撃
で
あ
る
か
ら
、
成
員
が
失
な
わ
れ

た
こ
と
に
対
し
、
共
同
体
は
怒
り
を
示
す
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
ア
シ
ダ
マ
シ
島
民
の
集
団
的
対
立
は
ロ
ー
カ
ル
・
グ
ル

ー
プ
(
共
同
体
)
相
互
の
対
立
で
で
あ
る
。
こ
の
ロ
ー
カ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
対
立
と
い
う
事
実
が
、
死
に
対
す
る
怒
り

の
感
情
を
媒
介
と
し
て
、
霊
界
に
対
し
て
も
反
映
さ
れ
、
他
の
ロ
ー
カ
ル
・
グ
ル
ー
プ
に
対
立
す
る
よ
う
に
霊
界
と
敵

霊
界
と
敵
対
関
係
に
立
つ
事

で
、
霊
魂
の
は
た
す
社
会
的
機
能
を
こ
れ
ほ
ど
明
快
に
分
析
し
た
の
は
、
ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ワ
ン
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

ν
ユ
ピ
ロ
が

後
に
こ
の
分
析
に
な
ら
っ
て
、
カ
ロ

D
Y
群
島
に
あ
る
タ
フ
ァ
ル
ク
島
の
、

マ
イ
ク
ロ
ネ

νア
人
の
共
同
体
で
、
ア
ル
セ
ン
ガ
ク

(
邪
悪

ラ
ド
ク
リ
フ
・
タ
ラ
ヲ
シ
に
ま
る
原
始
宗
教
の
研
究

七



ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ヲ
シ
に
よ
る
原
始
宗
殺
の
研
究

一
4

八

ア
ル
セ
ン
ガ
ク
を
彼
等
の
欲
求
不
満
の
代
償
物

な
霊
魂
)
に
、
彼
等
の
コ
シ
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
台
風
や
病
気
の
原
因
宏
帰
せ
し
め
、

と
し
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
ハ

ω
1
3
L
g
w怠
4
1呂
田
)
。

2 

宇
宙
観
(
神
話
)

ピ
リ
ク
は
島
民
の
最
も
倶
れ
る
台
風
を
ひ
き

お
こ
す
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
島
民
が
蜜
般
を
溶
か
し
た
り
焼
い
た
り
、
揮
を
殺
し
た
り
、
乾
季
に
ヤ
ム
を
採
集
し
た
り
す
る
事
で
ピ
リ

ク
の
怒
り
を
買
う
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ワ
ン
の
解
釈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

乾
季
も
終
り
の
四
月
に
な
る
と
、
蜂
蜜
の
収
獲
が
次
第
に
減
り
、

島
民
は
蜂
の
巣
を
と
り
蜜
磁
を
溶
か
す
。
此
頃
は

つ
ま
り
蜜
雌
を
溶
か
す
頃
に
嵐
が
や
っ
て
く
る
事
実
か
ら
島
民

は
蜜
雌
と

ア
ン
ダ
マ
ン
島
民
の
考
え
る
最
高
神
が
ピ
リ
ク
で
あ
る
こ
と
は
七

l
八
頁
で
紹
介
し
た
。

季
節
風
の
代
り
め
で
海
は
荒
れ
嵐
が
吹
く
。

ピ
リ
ク
を
結
び
つ
け
る
の
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
マ
ン
島
で
蝉
が
鳴
く
の
は
十
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
で
あ
る
。
ニ
の
時

期
は
モ
ン
ス
ー
ン
か
ら
北
東
季
節
風
へ
の
代
り
め
で
あ
り
、
台
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
時
期
で
あ
る
。
だ
か
ら
蝿
と
ピ

9
ク

を
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
乾
季
に
ヤ
ム
を
取
れ
ば
モ
ン
ス
ー
ン
の
時
期
に
ヤ
ム
は
増
え
な
い
。
結
局
台
風
と
ヤ
ム
の

減
収
は
マ
イ
ナ
ス
の
社
会
的
価
値
を
も
っ
。
と
す
れ
ば
、
ア
ン
ダ
マ

ン
島
民
の
ビ
り
ク
観
は
自
然
現
象
に
対
す
る
社
会

的
価
値
の
表
象
で
あ
る
。

ア
ン
ダ
マ
ン
島
民
の
宇
宙
観
を
こ
の
よ
う
に
分
析
し
た
の
ち
に
、
-
フ
ド
夕
刊
y
ブ
、
プ
ラ
ワ
ン
は
、
未
聞
社
会
の
宇
宙
観
す
べ
て
に
適
用

で
き
る
と
考
え
た
ニ
つ
の
法
則
を
提
示
す
る
れ
河
包
♀
広
な
・
回

2
4
5・
Z
M闘い
ω
町田
l
回

4
v

。

第
一
法
則

社
会
に
災
厄
を
も
た
ら
す
自
然
現
象
に
マ
イ
ナ
ス
の
社
会
的
価
値
が
付
与
さ
れ
る
。



第
二
法
則

擁
人
化
さ
れ
た
自
然
現
象
は
、
人
間
と
同
様
に
、
理
由
な
く
し
て
怒
ら
な
い
。

自
然
科
学
的
な
法
則
の
確
立
を
め
ざ
す
ラ
ド
ク
リ
ブ
・
プ
ラ
ワ
ン
は
至
極
ま
じ
め
に
書
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
程
度
の
常
識

を
法
則
に
し
た
て
る
の
は
矢
張
り
滑
稽
で
あ
る
。
第
二
法
則
は
、
擬
人
化
と
い
う
事
を
二
度
繰
返
し
て
云
っ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
「
法
則
」
を
提
議
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
、

「
自
然
現
象
の
擬
人
化
は
、
自
然
を
人
聞
社
会
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え

さ
せ
、
自
然
が
我
々
の
考
え
る
よ
う
な
自
然
法
則
に
で
は
な
く
、
人
聞
社
会
の
道
徳
律
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
考
え
さ
せ
る
効
果

を
有
す
る
。
自
然
を
も
共
同
体
秩
序
の
中
に
組
み
入
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
、

一
般
的
記
述
が
は
る
か
に
好
ま
し
い
。

3 

霊

力

ア
ン
ダ
マ
ン
島
民
は
、
社
会
生
活
の
過
程
で
幾
度
と
な
く
「
偉
大
な
力
」
の
存
在
を
感
ず
る
と
、
ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ワ
ン
は
想
定
す

る

(
周
知
仏
の
】
即
時
同
?
回

3
4
4
P】
担
問
問
一

ω
∞九日!日∞間)。

ア
ン
ダ
マ
ン
島
民
は
、
絶
え
ず
彼
等
の
行
動
を
拘
束
す
る
力
を
、
そ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ぽ
罰
さ
れ
る
と
い
う
よ
う

な
、
そ
の
よ
う
な
力
を
感
ず
る
に
違
い
な
い
。
自
己
の
他
人
に
対
す
る
行
動
が
正
し
い
か
間
違

っ
て
い
る
か
と
い
う
と

き
に
感
ず
る
で
あ
ろ
う
し
、
ダ
ン
ス
の
と
き
に
も
、
ま
た
社
会
的
価
値
を
有
す
る
対
象
を
通
し
て
も
感
ず
る
で
あ
ろ

ぅ
。
ま
た
、
ア
ン
ダ
マ
ン
島
民
は
、
火
、
人
間
の
骨
、
赤
い
粘
土
な
ど
に
も
超
人
間
的
な
力
を
感
じ
て
い
る
。

事
物
に
流
れ
て
い
る
超
人
間
的
な
力
は
、

一
般
に
[
マ
ナ
」

(
自
自
問
)
の
観
念
で
知
ら
れ
て
い
る

(の
oa江
口

mgp-SH)
。
メ
ラ

ネ

νァ
、
ポ
日
y
a小

νア
の
原
住
民
の
間
で

「
マ
ナ
」
、
北
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
ス
ワ
族
で
「
ワ
カ
ン
ダ
」
、
イ
ロ
ク
オ
イ
族
で
「
オ
レ
ン

ダ
」
、
ア
ル
ゴ
ン
キ
ン
族
で
「
マ
ニ
ト
ワ
」
、
ア
フ
リ
カ
の
ベ
ル
ギ
ー
領
コ
ン
ゴ
の
ン
ク
シ
ド
族
で

ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ウ
ッ
に
よ
る
原
始
宗
教
の
研
究

「
エ
リ
マ
」

お
ど
の

『 ー名
丸称

で
知
ら



-
プ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ウ
γ
に
よ
る
毘
始
宗
教
の
研
究

。

れ
る
、
き
わ
め
て
普
通
的
な
観
念
で
あ
る
。
こ
の
マ
ナ
に
似
た
日
本
人
の
観
念
は
、
物
の
タ
マ
U
V

イ
と
い
う
と
き
の
「
タ
マ

νイ」
で
あ

る

し

、

沖

縄

地

方

に

限

っ

て

云

え

ば

、

セ

ヂ

高

さ

ん

と

い

う

と

き

の

「

セ

ヂ

」

一

一

一

五

1
↓
五

一
頁
v

。
ア
シ
ダ
マ
シ
島
民
は
、

一
九
四
七
、

し
か
し
、
こ
の
「
マ
ナ
」
に
相
当
す
る
言
葉
を
も
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
‘

(ωιc で
あ
る

(
仲
原
、

寸
力
の
存

在
」
を
熟
知
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ま
だ
そ
れ
に
特
別
な
名
称
を
与
え
で
概
念
化
す
る
に
至
つ
で
い
な
い
の

で
あ
る
。
ラ
ド
ク
チ
フ
・
プ

ラ
ワ
シ
は
「
ア
シ
ダ
マ
シ
島
民
が
、
火
・
人
骨
な
ど
に
災
厄
を
除
く
力
を
感
ず
る
よ
う
に
た
っ
た
の
は
、

共
同
体
に
於
て
道
徳
的
強
制
力

を
現
実
に
経
験
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」

(同
N
釦
仏
門
V

]
片
岡
同
市
・
切
円

04『
P
H国
悶
悶
い

h
c
b

っ
て
、
そ
れ
か
ら
二
次
的
に
、

と
推
定
す
る
。
先
ず
社
会
の
道
徳
的
強
制
力
の
観
念
が
あ

「
ピ
リ
ク
」
の
台
風
を
ひ
き
お
こ
す
力
や
、
特
殊
の
事
物
に
あ
る
呪
術
的
力
の
観
念
が
派
生
し
た
と
い
う

(司

E
N
2・
z
g
l
u
g
と
す
る
呪
術
理
論
や
、
タ
イ
ラ
l

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
レ
ー
ザ
ー
の
「
呪
術
が
宗
教
の
先
行
形
態
で
あ
る
」

の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
理
論
と
も
相
入
れ
な
い
。

ラ
ド
ク
リ
フ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
「
ア
ン
ダ
マ
シ
島
民
」
の
最
後
の
四

O
五
頁
で
、

性
格
と
そ
の
機
能
を
説
明
す
る
事
」
で
あ
っ
た
告
白
し
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で
は
一

度
も
宗
教
の
定
義
を
示
さ
ず
、
そ
れ
の
み
か
「
宗
教
」

「
そ
の
著
書
の
テ
l
マ
は
ア
ジ
ダ
マ
シ
島
民
の
宗
教
の

と
い
う
言
葉
す
ら
一
度
も
使
用
し
て
い
な
い
Q

理
由
は
何
か
と
云
え
ば
、
宗
教
の
定
義
を
下
す
こ
と
は
甚
し
く
困
難
で
あ
り
、
大
方
に
承

認
さ
れ
る
よ
う
な
定
義
も
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
と
述
ぺ
る
。
確
に
宗
教
の
本
質
に
つ
い
て
、
呪
術
は
宗
教
と
区
別
で
き
る
か
、
宗
教

の
中
に
ま
と
め
る
べ
き
か
れ

d
z
o〈
)
、
呪
術
と
区
別
す
る
と
す
れ
ば
社
会
的
拘
束
性
の
有
無
に
求
め
る
べ
き
か

(ロロ『
w
v
g
g
)、
呪

、
そ
れ
と
も
実
用
的
な
直
接
的
な
目
的
を
有
す
る
儀
礼
を
呪
術
と
す
べ
き
か

な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
信
仰
が
第
一

義
的
な
も
の
か
そ
れ
と
も
儀
礼
か
と
い
う
疑
問
も
つ
い
て
ま
わ
る
。
そ
こ
で
ラ

ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ク
シ
は
、
「
宗
教
は
、
偉
大
な
道
徳
的
な
力
及
び
人
格
或
い
は
非
人
格
的
力
へ
の
信
仰
と
、
人
間
と
そ
れ
ら
の
偉
大
な
力

術
を
擬
似
科
学
と
み
な
し
て
区
別
す
る
か

(匂同・

R噌
円
)

(
宮
町
民

E
0
4〈
m
E
)

と
の
閣
の
組
織
だ
て
ら
れ
た
関
係
よ
り
成
立
つ
」
と
い
う
定
義
が
あ
る
が
、
こ
の
定
義
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
信
仰
と
儀
礼



は
ア
シ
ダ
マ
ン
島
民
に
見
ら
れ
る
か
ら
、
ア
γ
ダ
マ

y
島
民
に
は
明
ら
か
に
宗
教
が
あ
る
と
、
述
べ
て
古
怖
を
閉
ぢ
て
い
る
。

VI 

結ー

び

ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ワ
シ
が
「
ア
γ
ダ
マ
ン
島
民
」
の
最
後
の
頁
で
示
し
た
定
義
か
ら
見
て
と
れ
る
宗
教
的
要
素
は
、

人
格
的
力
・
非
人
格
的
力
へ
の
信
仰
」
と
そ
れ
に
伴
な
う
「
儀
礼
及
び
観
念
」
の
二
つ
で
あ
る
。
「
道
徳
的
力
へ
の
信
仰
」
が
宗
教
の
本

質
で
あ
る
事
を
最
初
に
主
張
し
た
の
は
デ
ユ
ル
ケ
ム
で
あ
る
(
ロ
ロ
円
w
v
g
g
u
昌
広
)
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
L
i
l
テ
ミ
ズ
ム
を
最
も
原
始
的

な
宗
教
と
み
な
し
、
ト

l
テ
ミ
ズ
ム
で
は
、
定
期
的
集
団
儀
礼
が
集
団
の
存
在
を
成
員
に
確
認
さ
せ
、
集
団
凝
集
性
を
強
化
し
て
い
る
様

「
道
徳
的
力
・

能
に
着
目
し
、
集
団
の
象
徴
で
あ
る
ト
ー
テ
ム
を
崇
拝
す
る
こ
と
は
、
結
局
集
団
そ
の
も
の
を
崇
拝
す
る
事
を
意
味
す
る
と
考
え
た
。
そ

こ
か
ら
彼
は
、
「
宗
教
は
集
団
表
象
で
あ
り
、
神
は
社
会
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
有
名
な
命
題
を
ひ
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
グ
ユ
ル

ケ
ム
の
こ
の
命
題
を
大
前
提
に
し
て
、
ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ク
シ
は
ア
シ
ダ
マ
シ
島
民
の
解
釈
を
進
め
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
彼
は

一
見
非
宗
教
的
な
ア
シ
ダ
マ
シ
島
民
の
通
過
儀
礼
を
ア
プ
り
オ
リ
に
宗
教
的
儀
礼
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
唯
デ
ユ
ル
ケ
ム
と
異
な
る
点

は
、
ラ
ド
ク
リ
ア
・
プ
ラ
ワ
ン
の
場
合
、
呪
術
を
も
宗
教
の
中
に
含
め
て
い
る
事
で
あ
る
o-
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
呪
術
は
個
人
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
社
会
的
拘
束
性
を
有
す
る
宗
教
か
ら
区
別
し
た
。
ラ
ド
夕
日
フ
・
プ
ラ
ヲ
シ
の
よ
う
に
「
機
能
」
の
概
念
を
作
業
仮
説

と
し
て
社
会
諸
制
度
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
集
団
維
持
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
目
的
論
的
解
釈
に
捉
わ
れ
て
し
ま
う

お
そ
れ
も
あ
る
。
「
ア
シ
ダ
マ
シ
島
民
の
宗
教
」
に
つ
い
て
の
ラ
ド
ク
リ
ブ
・
プ
ラ
ク
シ
の
解
釈
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
ζ

と
が
で

き
る
。

宗
教
も
社
会
制
度
と
し
て
社
会
維
持
の
機
能
を
有
す
る
。
そ
の
機
能
は
集
団
儀
礼
に
於
て
強
化
さ
れ
る
。
集
団
儀
札
に
於
げ
る
品
開
泣
と
い

う
慣
習
を
通
し
て
社
会
連
帯
感
が
意
識
さ
れ
る
。
と
問
時
に
社
会
の
力
(
道
徳
的
強
制
カ
)
が
意
識
さ
れ
る
。
と
の
集
団
の
カ
を
意
識
す
る

こ
と
が
宗
教
の
本
質
で
あ
る
。
と
の
力
は
自
然
現
象
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
さ
れ
て
、
「
ピ
リ
ク
と
精
霊
」
の
も
つ
力
の
観
念
と
な
る
。
づ
ま
問

題
自
然
的
存
在
の
観
念
で
あ
る
。
ま
た
更
に
特
定
の
事
物
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
さ
れ
て
集
団
維
持
に
貢
献
す
る
「
災
厄
を
除
〈
カ
」
の
観
念
と

な
る
。
そ
れ
ら
の
「
カ
」
の
観
念
が
一
体
と
な
り
、
社
会
体
制
の
維
持
に
貢
献
し
で
い
る
。

‘

ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ク
ン
は
「
ア
シ
ダ
マ
シ
島
民
」
の
巻
頭
で
、
未
開
民
族
の
あ
ら
ゆ
る
様
相
を
そ
れ
ら
の
相
互
関
聯
の
中
で
集
中
的

ラ
ド
ク
り
フ
・
プ
ラ
ウ
シ
に
よ
る
原
始
宗
教
の
研
究



ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ウ
ツ
に
よ
る
原
始
宗
教
の
研
究

に
調
査
す
る
の
が
人
類
学
者
の
基
本
的
姿
勢
で
あ
ら
・
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
き
、

・原
始
宗
教
栴
境
法
の
一
つ
の
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
が
で
き

た
。
二
十
世
紀
初
め
ま
で
の
、
単
な
る
文
化
要
素
(
特
性
〉
の
記
録
、
比
較
か
ら
、
制
度
の
理
論
的
研
究
を
開
始
し
だ
業
績
比
大
き
い
。

J

「
ラ
ド
ク
リ
ブ
・
・
プ
タ
ヲ
シ
や
マ
リ
ノ
ク
ス
キ
ー
ら
の
機
能
主
義
人
類
学
の
出
現
に
よ
り
、
社
会
人

と
ま
で
云
い
ぎ
っ
て
い
る
。
-
フ
ド
ク
9
.7

?プ
ラ
ク
ジ

エ
グ
ア
ン
ス
・
プ
リ
チ
ャ

I
ド
は
、

類
学
と
民
族
誌
は
初
め
て
分
離
さ
れ
た
」

(何
4
M凶
ロ
的
・
同
M
立
件
。
ゲ
釦
円
内
戸
日
由
回
目
υ
明
白
)

「
儀
礼
的
禁
忌
」
「
社
会
構
造
」
「
社
会
組
織
」
な
ど
の
概
念
を
次
か
ら
次
へ
構
成

し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
の
概
念
の
多
く
は
本
来
彼
の
創
意
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
概
念
に
新
た
な
内
容
を
加
え
て

は

「
機
能
」

「
社
会
的
人
格
」

「
社
会
的
価
値
」

人
類
学
的
概
念
と
し
た
所
に
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
特
に
霊
界
の
果
す
機
能
に
つ
い
て
の
彼
の
卓
見
は
、

ν
ユ
ピ
ロ
を
含
め
て

多
く
の
原
始
宗
教
研
究
者
に
社
会
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
開
拓
さ
せ
る
端
緒
を
開
い
た
。

ラ
ド
ク
リ
ヌ
・
プ
ラ
ワ
γ
の
よ
う
に
、
機
能
主
義
的
研
究
法
に
よ
っ
て
確
に
一
つ
一
つ
の
社
会
を
統
合
さ
れ
た
全
体

2
2
0
m
g
g仏

語
『
o
Z
)
と
し
て
分
析
す
る
事
は
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
社
会
静
態
学
的
な
い
き
方
で
あ
る
。
そ
の
上
、
彼
は
自
然
科
学
的
た
法
則
を
社

会
学
に
も
予
定
し
、
未
聞
社
会
に
ひ
ろ
く
適
用
で
き
る
法
則
の
発
見
に
つ
と
め
た
。
「
若
し
も
文
化
の
機
能
に
関
す
る
諸
法
則
を
明
ら
か

(円、。項目
0
・H

呂
4
u
M
M
4
)

。
ラ
ド
夕
刊
J

フ
・
プ
ラ
ヲ
シ
が
「
法
則
」
と
い
う
言
葉

に
し
て
く
れ
る
な
ら
、
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
/
」

を
濫
用
し
、
例
え
ば
「
擬
人
化
さ
れ
た
自
然
現
象
は
、
人
聞
と
同
様
に
、
理
由
な
し
に
怒
ら
な
い
」
と
い
う
常
識
的
法
則
を
述
べ
る
と

き
、
こ
れ
を
法
則
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
土
木
開
種
族
の
字
宙
観
解
明
に
役
立
て
る
こ
と
が
出
き
る
だ
ろ
う
か
。
彼
が
儀
礼
解
釈
の
仮
説
と
し
て

(冨ロ件。
-omw)
や
ル
ー
ズ
お
言
葉
使
い
も
多
い
。
し
か
し
こ
の
程
度
の
こ
と
は
、

問
題
も
作
業
仮
説
な
く
し
て
は
解
決
の
緒
口
を
つ
か
め
な
い
」
、
と
い
う
こ
と
で
、
擁
護
さ
れ
よ
う
。
問
題
意
識
以
前
の
、
慣
行
の
単
な

「
如
何
な
る

述
べ
て
い
る
項
目
に
は
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー

る
記
述
よ
り
は
、
そ
れ
で
も
、

は
る
か
に
優
る
か
ら
で
あ
る
。
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